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研究実績 

の概要 

2020年度の全国児童相談所での児童虐待相談件数は過去最多となり、岡山県において

も増加している。児童虐待の発生予防は、出産前後から子育て家庭に関わる早期の子育

て支援が重要である。 

2017度に行った岡山県内地域子育て支援者へのアンケート調査では地域の子育て支援が

、子育てへの不安や孤立感の軽減、子育て家庭の安定に好影響を示している一方で支援

における「情報の可視化」「連携」の課題が明らかとなった。研究結果を、地域子育て

支援者にフィードバックすると、「情報共有の視点、観察の視点、連携の指標となるも

のが欲しい。」という要望がでた。 

そこで2019度地域献助成金費により、岡山県の児童虐待の発生予防、早期対応を目的

に、出産前後から子育て支援を行う県内の地域子育て支援拠点における児童虐待予防プ

ログラムとして『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』の作成（冊子）を行い

、県内の地域子育て支援拠点に冊子を配布した。 

本研究では、2019 年度に作成した『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』の

普及活動とシート活用の効果測定を行い、簡易版（スクリーニング版）の構築を図りたい

と考え研究を開始した。 

 《研究方法》 

➀県内の地域子育て支援拠点の施設長 7名と研究者2名とで研究チーム立ち上げ 

（研究チームの研究会は月1～2回） 

１）『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』の普及に向けて、研修会開催の

調整を行う。 

２）『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』の効果測定に関するアンケート

調査の内容、方法について協議する。 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

②各市における研修会（集団インタビュー調査） 

『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』普及研修および集団インタビューとし

て参加者によるグループワークからシートの効果・課題などを抽出する。 

③アンケート調査 

 『地域子育て支援拠点連携アセスメントシート』使用における効果や課題について 

  県内地域子育て支援拠点 150施設の支援者を対象にアンケート調査を実施する。 

④集団インタビュー、アンケート調査の結果から簡易版（スクリーニング版）を作成 

 

の予定で研究を始めたが、コロナ感染拡大による緊急事態宣言やまん延防止措置の影響を

受け、予定通りの研究会開催や調査が行えなかった。 

 現在、2021 年 7 月オンライン研修時の参加者による支援や連携における課題の語りを

もとに、研究チームで、地域子育て支援拠点における支援の視点に注目したアセスメント

シートの検討、作成の段階である。研究は次年度も継続し、地域子育て支援拠点における

効果的な支援、連携を目指し、『連携アセスメントシートの簡易版（スクリーニング版）』

の作成に向け研究成果を出したいと考えている。 
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